
 

 

 

 

 

 

八代市立幼稚園再編基本計画 

 

 

 

～友達いっぱい 学びワクワク 笑顔キラキラ 

          子供の可能性を未来へつなぐ幼稚園へ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年８月 

八代市教育委員会 
 



  

 

目   次 

 

１ 計画策定にあたって ……………………………………… １ 

（１）計画の位置付け   

（２）本市の現状と市立幼稚園の取組 

 

２ 再編に向けての基本的な考え方 ………………………… ２ 

（１）目指す園の規模 

（２）園児一人一人に応じた教育の充実 

（３）保育所等との連携の強化と子育て支援 

（４）市長部局との連携 

 

３ 再編の方向性について …………………………………… ３ 

（１）目指す園の規模など 

①幼稚園教育のニーズに基づいた園の数について 

②現在の園児数及び小学校区の未就学児数について 

（２）園児一人一人に応じた教育の充実のために 

（３）保育所等との連携の強化と子育て支援のために  

（４）市長部局との連携について 

 

４ 具体的な再編について …………………………………… ４～６ 

（１）園の数などについて 
（２）再編スケジュール 
（３）再編後の幼稚園教育の充実 

  ①園児一人一人に応じた教育の充実 

②幼児教育センター機能の充実 

③職員体制 

（４）中・長期を見据えた検討  

（５）跡地等の利用 

 

 

 

※添付資料 

・各小学校区の未就学児数 



- 1 - 

 

１ 計画策定にあたって 

（１）計画の位置付け  

この計画は、八代市の子供たちの未来のために「就学前の望ましい教育・保育環境」

を実現し、地域の子育て世代への支援を目的とするために実施する八代市立幼稚園（以

下「市立幼稚園」という）の再編の具体的な内容等を定めるものです。  

 

（２）本市の現状と市立幼稚園の取組 

  ①出生数について  

八代市における出生数は、平成２７年度から令和５年度に９９２人から６６１人と

年々、減少が続いている状況となっています。 

  ②園児数について 

市立幼稚園数は、平成１７年の市町村合併により７園となりましたが、その後、平

成２４年度末に１園が廃園（龍峯幼稚園）となり、現在、６園となっています。 

この市立幼稚園は、私立幼稚園とともに本市の幼児教育の発展に努めてきました。

しかしながら、平成２７年２６２人であった園児数は令和６年度には９３人となり、

年々減少している状況となっています。 

  ③園児数確保に向けての取組について 

ここ数年、各市立幼稚園の園児数は定員を大きく割り込んでいる状況が続いていま

す。各園が行う日々の様々な行事や活動時において、適当な規模の集団が確保できな

い状況では教育活動が制限されることとなり、本市が目指す幼稚園教育目標の達成に

影響が出てきています。 

    そこで、市立幼稚園では令和元年度から「預かり保育（平日、夏季休業中）」「英語

教育の実施（ＡＬＴの訪問指導）」「満３歳児保育の試行（誕生日から入園可能）」とい

った取組も併せて実施してきました。しかしながら、園児数増には転じず、持続可能

な園経営は難しい状況になってきています。 

（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 市立幼稚園の(園児数)の推移 

H27 262  

H28 242 ▲20 

H29 233 ▲ 9 

H30 204 ▲29 

R 1 179 ▲25 

R 2 138 ▲41 

R 3 132 ▲ 6 

R 4 114 ▲18 

R 5 103 ▲11 

R 6 93 ▲10 

保育無償化 
１０月～ 

預かり保育 

(夏休み) 開始 

満３歳児 
保育開始 
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２ 再編に向けての基本的な考え方（「八代市立幼稚園再編基本方針」より） 

 

（１）目指す園の規模 

園児数が少ないクラスでは、一人一人の園児に目が届き、きめ細かな教育を提供でき

る反面、園児同士が「ともに育つ機会」の減少などが懸念されます。 

    また、普段の教育活動に加え、運動会や生活発表会などの園行事についても限られた

状況での活動となり、その後、集団の規模が大きくなる小学校への就学に向けて、コミ

ュニケーションや協調性など人と関わる力等の面で課題であると考えます。 

幼稚園教育は、適当な規模の集団で行うことが望ましいとされていますが、市立幼稚

園の現状は、各クラスの園児数が減少し、適当な規模が確保できていない状況です。 

そこで、八代市立幼稚園規模適正化等審議会（以下「審議会」という）答申で示され

た人数を「幼稚園教育の目的を十分発揮するに必要な園児数・規模」として捉えます。 

※審議会が示した園児数・規模 

３歳児 ４歳児 ５歳児 １園あたり 

１０人程度 １０～２０人程度 １５人～２０人程度 ４０人以上 

 

（２）園児一人一人に応じた教育の充実 

   再編により、適当な集団の規模を確保するとともに、これまで行ってきた園児一人一

人にていねいに関わる、きめ細かな教育は維持していかなければなりません。 

園児は、一人一人の家庭環境や生活体験が異なっており、人や事物への関わり方や環

境からの刺激の受け止め方は異なってきます。それゆえ、一人一人の発達の特性を理解

し、その特性等に応じた指導を行うことが大切です。 

 

（３）保育所等との連携の強化と子育て支援 

学校教育のはじまりとしての幼稚園教育で、幼・保等、小、中連携の体制を構築して

子供の発達や学びをつなぎ、小学校以降の生活や学習の基盤をつくります。 

また、幼稚園・保育所等の施設類型の違いを越えて、就学前教育の質の向上を図ると

ともに、子供とその保護者を広く支援し、子育て相談、特別な配慮を要する園児に対す

る支援の充実、保護者同士の交流など、幼稚園と家庭が一体となって園児と関わる取組

を進め、地域における幼児期の教育のセンターとしての役割を果たしていきます。 

 

（４）市長部局との連携 

就学前教育・保育の一体的充実を図るため、市長部局（保育所等所管部）と連携しな

がら、市立幼稚園・保育所等の統合による認定こども園の必要性を含めて検討していき

ます。 

 

本市が目指す幼稚園教育が推進できるよう、子供たちにとって望ましい教育環境の確保

に向けて、上記の点を踏まえながら、子供ファーストの視点で、全市的な再編について検

討を進めます。 
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３ 再編の方向性について 

 

再編に向けての基本的な考え方を踏まえ、次のような方向性で再編を進めます。 

 

（１）目指す園の規模など 

①幼稚園教育のニーズに基づいた園の数について 

八代市立幼稚園再編基本方針において示されたように、本市の幼稚園教育のニーズは、

一定数（7.0％前後）あることがわかりました。 

また、審議会答申の中で、園の規模については、「１園あたり４０人以上」の人数が

望ましいとされており、これらのことを踏まえ再編後の園の数については、令和５年度

の園児数１０３人と令和６年度の園児数９３人（ともに５月１日現在）より判断します。 

・令和５年度園児数    １０３人 ÷ ４０人以上 ≒ ２．５８園 

・令和６年度園児数     ９３人 ÷ ４０人以上 ≒ ２．３３園 

 

②現在の園児数及び小学校区の未就学児数について 

 各市立幼稚園の園児は、園所在の小学校区から通園している場合が多く、現在の在

園児数（下表）や各小学校区の未就学児数（Ｐ７添付資料）は、再編での大きな視点

の一つと考えます。 

在園児数は太田郷と松高、小学校区の未就学児数は太田郷、松高、八千把校区など

が多い状況です。 

 

       令和５・６年度の各園の園児数（両年度とも５月１日現在） 

 代陽 太田郷 植柳 麦島 松高 千丁 合計 

Ｒ５ １７ ２４ １７ １２ ２１ １２ １０３ 

Ｒ６ ９ ３１ １０ １０ ２０ １３ ９３ 

 

（２）園児一人一人に応じた教育の充実のために 

   再編により幼稚園の集団の規模が大きくなっても、これまで行ってきた園児一人一人

へのきめ細かな教育を維持するために、園児に関わる職員を増やすなど、職員体制を充

実させます。 

 

（３）保育所等との連携の強化と子育て支援のために 

再編後も保育所等との連携の強化や子育て支援を充実させるために、保育所等との連

携を中心に行う担当者や子育て相談の窓口となる担当者を位置付けます。 

 

（４）市長部局との連携について 

   本市では現在、公私立の就学前教育・保育施設で園児の受入れが可能な状況にあり、

待機児童はいません。今後も出生数が減少傾向にあることから、待機児童発生の可能性

は低いと考えられます。 

また、私立の認定こども園が５園あることから、市長部局（保育所等所管部）と協議

を重ねた結果、市立幼稚園の再編において、現時点では、認定こども園設立の必要性は

低いと考えますが、今後も市長部局（保育所等所管部）と就学前教育・保育の一体的充

実について連携を図っていきます。 
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４ 具体的な再編について 

 

（１）園の数などについて 

現在、６園ある市立幼稚園を在園児数などを考慮し、市の東部と西部の２園に再編し

ます。 

また、その２園は現在の在園児数、園所在の小学校区の未就学児数などから総合的に

判断して、現在の太田郷と松高の既存の幼稚園園舎を活用します。 

 

 

 
 

（２）再編スケジュール 

市立幼稚園６園は、令和７年度末（令和８年３月３１日）にすべて閉園とします。 

そして、令和８年度（令和８年４月１日から）に、（仮称）東部幼稚園と（仮称）西部

幼稚園の２園を開園します。 

また、園児募集については令和７年度分（令和６年１１月から）は、６園すべてにお

いて行いますが、令和８年度分（令和７年１１月から）は、（仮称）東部幼稚園と（仮称）

西部幼稚園の２園においてのみ行います。 

 

現在６園  R8.3/31    R8.4/1     幼稚園２園に再編 

 

 

 

 

 

代陽幼稚園 

 太田郷幼稚園 

 植柳幼稚園 

 麦島幼稚園 

 松高幼稚園 

 千丁幼稚園 

閉 

園 

 

開 

園 

（仮称）八代市立東部幼稚園 
（現在の太田郷幼稚園園舎を活用） 

 

（仮称）八代市立西部幼稚園 
（現在の松高幼稚園園舎を活用） 

（仮称）八代市立西部幼稚園 

（松高幼稚園園舎を活用） 

（仮称）八代市立東部幼稚園 

（太田郷幼稚園園舎を活用） 
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（３）再編後の幼稚園教育の充実 

  ①園児一人一人に応じた教育の充実  園児一人一人の育ちや学びを大切にします 

   〇担任外職員の増員 

     現在の市立幼稚園の職員は１園につき、園長と３・４・５歳児担任、幼稚園保育

支援員と用務員の６人ですが、再編後はこれまで担任を兼務していた副園長を各ク

ラスの支援者とし、更に新たな職種として、（仮称）子育て支援コーディネーターを

配置します。 

また、幼稚園保育支援員を２人に増員し、これらの担任外の教職員が必要に応じ

て各クラスにおいて担任とともに保育を行うことで、再編後にクラスの園児数が増

えても、複数の教職員でしっかりと支援する体制を整え、園児一人一人に応じた教

育を充実させます。 

〇満３歳児クラス担任の配置 

市立幼稚園においては、令和５年度より満３歳児の受入れを始め、３歳児と同じ

クラスで保育を行ってきましたが、最年少となる満３歳児はあらゆる面で支援をし

なければならないことが多く、より一層充実した支援体制の構築が必要です。 

そこで、再編後は新たに満３歳児担任を配置することにより、満３歳児一人一人

への支援を充実させます。 

   〇英語教育など特色ある教育の推進 

グローバル社会の進展により、外国語で多様な人々とコミュニケーションを図る

能力は、生涯にわたる様々な場面で必要とされることが想定されており、小学校に

おいても３・４年生から外国語活動が導入されました。 

市立幼稚園においては、これまでＡＬＴ（外国語指導助手）が月に１回程度、幼

稚園を訪問し、外国語に親しむ活動などを行ってきましたが、再編後は更に訪問回

数を増やし、幼児期における外国の言語や文化等への興味・関心を高める活動の充

実を図ります。 

また、給食活動を通した食育や言葉の教室等をはじめとした園児一人一人に応じ

た特別な支援を充実させるなど、特色ある教育を推進していきます。 

 

  ②幼児教育センター的機能の充実  質の高い幼児教育を推進します 

〇保育所等との連携の強化 

副園長は各クラスの支援に加え、幼児教育アドバイザーとして職員の人材育成や

保育所等との連携を強化する担当として位置付けます。 

このことにより、これまで幼稚園が培ってきた研究や実践の成果を発信するとと

もに、保育所等の優れた特色ある実践の情報を収集、発信することで八代市全体の

就学前教育の充実を図ります。 

   〇小・中学校との連携・接続 

     市立幼稚園はこれまで近隣の小・中学校と子供同士の交流や教職員同士の相互理

解や合同研修等を行って連携を深めてきました。 

再編後も小・中学校との連携体制を更に強化し、子供の育ちや学びをつなぐこと

を通して、学校教育の始まりとしての幼稚園教育において、小学校以降の生活や学

習の基盤をつくります。 

〇子育て支援の充実 

子育て支援コーディネーターを新たに配置し、担任と一緒になって配慮が必要な

園児等を中心に支援を行うとともに、保護者の子育て相談の窓口となったり、事業

所や医療機関との連携を図ったりする役割を担うなど、子育て支援を充実させます。 

さらに、預かり保育については週５日間の実施と夏季休業日における実施日数の

増加について、園児への負担等を考慮しながら検討します。 
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③職員体制 

再編後、更なる幼稚園教育の充実のため、次の表に示す職員体制を整備します。 

 

 

 

（４）中・長期を見据えた検討  

この計画で再編を進めますが、在園児数の変動や社会情勢の変化は十分に予想されま

す。 

今後も、在園児数の状況等によっては、更なる再編の対象として検討します。 

  

（５）跡地等の利用  

閉園後の跡地及び施設については、市長部局の関係部署と連携を図りながら、地域の

要望も踏まえたうえで、公的な子ども関連の施設や民間への売却、貸付など、有効な活

用を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立幼稚園の機能を果たす人員配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

                                

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑦ （仮称）子育て支援コーディネーター 

◆保護者との連携 

◆事業所、医療機関等との連携担当 

◆副担任として各クラスの支援 

② 副 園 長 

① 園  長 

⑨ 用 務 員 

⑧ 保育支援員（２名） 

③ ５歳児担任 ④ ４歳児担任 ➄ ３歳児担任 ⑥ 満３歳児担任 

② 副 園 長 

◆園経営・人材育成サポート 

 ◆幼児教育センター機能 

◆幼保・小中・保護者・地域連携 

◆副担任として各クラスの支援 
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～ 添付資料 ～ 

 
各小学校区の未就学児数 

   年齢はＲ７年３月３１日現在 

学校名 
年齢 

総計 
１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 

代陽小学校 33 45 24 45 54 201 

八代小学校 20 21 28 15 24 108 

太田郷小学校 112 115 108 133 126 594 

植柳小学校 18 18 25 22 28 111 

松高小学校 65 63 78 93 77 376 

金剛小学校 6 12 5 14 10 47 

金剛小学校（弥次分校） 15 9 12 19 14 69 

高田小学校 61 49 58 61 57 286 

八千把小学校 103 132 141 147 131 654 

郡築小学校 25 32 31 21 23 132 

宮地小学校 12 17 19 21 16 85 

日奈久小学校 4 3 6 7 8 28 

昭和小学校 7 8 8 7 5 35 

二見小学校 1 1 1 2 4 9 

龍峯小学校 4 5 8 8 6 31 

麦島小学校 42 34 46 56 36 214 

八竜小学校 2 1 2 2 3 10 

千丁小学校 66 47 63 72 62 310 

鏡小学校 35 40 44 54 49 222 

有佐小学校 11 14 10 14 11 60 

文政小学校 16 28 28 29 35 136 

東陽小学校 3 8 8 8 10 37 

泉小学校 0 1 1 0 4 6 

泉第八小学校 0 1 1 0 0 2 

総計 661 704 755 850 793 3763 


